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三重大学
病院

住所 〒514-8507 三重県津市江戸橋2丁目174　
TEL 059-231-5184（看護部管理室 直通）
FAX 059-231-5228
URL http://www.hosp.mie-u.ac.jp/nurse/

詳しい情報は上のQR
より当院の看護部
HPをご覧下さい。

c on ce p t

「ひとりにしない」

私たち三重大学病院看護部は、日々目まぐるしく

変化する急性期医療の現場においても、新人を決

して「ひとりにせず」、皆で支援します。そして、チー

ムとして力を合わせることが、患者さんを「ひとり

にしない」看護につながると考えています。

私たちと共に手を取り合って、この地域の医療を

支えていきましょう。
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いつでも技術トレーニングができる場があります
スキルズラボ

スキルズラボでは、研修プログラム内で定期的に行われる技術研

修以外にも、予約すればいつでもシミュレーターでのトレーニン

グを行うことができます。普段の業務を離れた場で、落ち着いて

技術を身につけることができます。

藤見 奈央
10 階北病棟（循環器・腎臓・総合・

糖尿病内分泌・リウマチ膠原病内科）

i n t e r v i e w

89

予約すればいつでも
シミュレーターで訓練できます

三重大学出身でなくても安心して成長できます

当院は大学附属病院ではありますが、スタッフは三重大学の出身者ばかりではあ

りません。様々な看護学校から毎年入職し、看護職として活躍しています。各病

棟においても、出身を問わず、個人の特性に合わせて育てる体制ができています。

三重大学以外からも毎年入職者がいます

ステップアップを支える
豊富な研修を用意

当院では2年目以降もステップアップできるよう、クリニカルラダー

レベルⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ研修を設けています。またレベルが上がってき

た方のために、管理研修や、看護の専門性を高めるための領域別院

内認定コース研修なども設けています。これらの研修によって、管

理職や専門・認定看護師への支援をしています。

プロフェッショナルへの後押しをします

仲間を作ること、お互いを支え合う

ことを目的に、年３回、新人看護職

の交流会を設けています。

親睦を深める
交流会があります

スキルズラボには、専任のインストラクターが常駐しています。

病棟で新人を指導した経験のあるインストラクターばかりなので、

技術的な指導だけでなく、病棟での業務における様々な相談にも

乗ることができます。

病棟での指導経験がある
インストラクターがいます

主な出身校一覧
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皆
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院内
認定コース

管理
研修

レベルⅢ
↑

レベルⅡ
↑

レベルⅠ

レベルⅣレベルⅣ

一人ひとりの成長を支援

広々としたラボでは多くの研修が行われます。訓練しながら互いの近況を共有し合うことも。赤い液体が出るシミュレーターで採血の訓練。

三重大学・三重県立看護大学・四日市看護医療大

学・鈴鹿医療科学大学・三重看護専門学校・津看

護専門学校・三重中央看護学校・三重県立桑名高

等学校衛生看護専攻科・桑名医師会立桑名看護専

門学校・ユマニテク看護助産専門学校・四日市医

師会看護専門学校・聖十字看護専門学校・名張市

立看護専門学校・岡波看護専門学校・松阪看護専

門学校・伊勢保健衛生専門学校・岐阜大学・椙山

女学園大学・中部大学・愛知医科大学・藤田保健

衛生大学・畿央大学・和歌山県立なぎ看護学校　
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仲間と共に成長して、
病院全体を良くしていきたい
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URL http://www.hosp.mie-u.ac.jp/nurse/

詳しい情報は上のQR
より当院の看護部
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